
■ラボ概要
戦略的社会教育ラボ(SSES Lab)は、社会で活躍できる

 

人材を育成するシステムの構築を目指し、2010年4月

 

に日比谷教授のもとで設立され、実践的で実現性の

 

高いシステムを目指して研究を進めています。

■教育テーマ
社会が求める人材の育成と適切なマッチングを研究

 

テーマとし、学生・企業・学校の三者それぞれがWin‐

 

Winとなる新しい教育システムを提案・構築していきた

 

いと考えています。

■「自律的行動力育成プログラム」
自ら目標を設定してその目標を達成できる力が、最も

 

基礎的で重要な力であると位置づけプログラムの開発

 

に取り組みました。

■社会人メンター
プログラムを効果的にする仕組みとして社会人による

 

メンタリングというアプローチを採用していますメンター

 

は、社会と学生の間にあるギャップを学生自身に気づ

 

かせ、そのギャップを埋めるにはどうすればよいかを

 

自ら考え、行動できるように促します。

社会人基礎力育成

 

グランプリ予選で
奨励賞を受賞！

■参加者の声

牧野さん
(11年3月修了)

喜早さん
M2

担当教員
前野先生・高野先生・日比谷先生

メンバー
川合(M2), 村岡(D2),後藤, 三澤(研究員)

http://lab.sdm.keio.ac.jp/sses/index.htmlhttp://lab.sdm.keio.ac.jp/sses/index.html

様々な手法を授業で学んでも、日常

 

生活への活かし方は、わからなかっ

 

た。しかし、メンターとの対話から、

 

“自分の研究に、こうやって活かせる

 

んだ！”という、大きな気づきが得ら

 

れた。メンターとの対話を通じて、手

 

法の“目的”が理解でき、その上で手

 

法を利用したので、体得できた。
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誰かから方法論を強制されるのでは

 

なく、メンタリングを通じて自ら「気付

 

く」ことによって、誰にも真似できない、

 

自分にとって最も効果的な目標達成

 

プロセスを構築することができました。

 

誰かから方法論を強制されるのでは

 

なく、メンタリングを通じて自ら「気付

 

く」ことによって、誰にも真似できない、

 

自分にとって最も効果的な目標達成

 

プロセスを構築することができました。


	スライド番号 1

